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令和７年度 第 3 回豊田市商業振興委員会 

 
【日 時】 令和 7 年 10 月 22 日（水）午後２時から 
 
【場 所】 豊田市役所南庁舎 南５１会議室 
 
【出席者】 ＜委員＞ 

脇田 弘久 〔愛知学院大学商学部 教授〕 
元岡 征志 〔シー・プロジェクト 代表中小企業診断士／社会福祉士〕 
井口 貴視 〔豊田信用金庫 中小企業診断士〕 
松本 義宏 〔名古屋学院大学経営学部 講師〕 
新田 都子 〔高岡地域消費者グループ 代表〕 
山内由美子 〔とよた下町おかみさん会 令和４年度会長〕 
鈴木 千加 〔足助商工会 女性部 部長〕 
杉山 裕貴 〔市民公募〕 

 
（計 8 名） 

＜事務局＞ 
成瀬 剛史  〔豊田市産業部副部長〕 
川合 晃司  〔豊田市産業部産業振興課課長〕 
吉野 奈美  〔豊田市産業部産業振興課副課長〕 
稲垣 量平  〔豊田市産業部産業振興課担当長〕 
谷口 元   〔豊田市産業部産業振興課担当長〕 
下川原 沙紀 〔豊田市産業部産業振興課主査〕 
江口 愛可吏 〔豊田市産業部産業振興課主査〕 
千代田 ミワ 〔豊田市産業部産業振興課主事〕  

 
【欠席者】 奥泉 友紀 〔豊田まちづくり株式会社 取締役執行役員〕 
 
【傍聴者】 なし 
 
【次第】 

１ 開会 
２ 産業部 副部長あいさつ 
３ 委員長あいさつ 
４ 本日の審議スケジュール等について 
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５ 議事 
  （１）豊田まちづくり（株）第Ⅷ期商業活性化推進３か年計画（案）につい  

      て 
  （２）（一社）TCCM 第Ⅲ期商業活性化推進３か年計画の取り組み状況

について 
（３）（一社）TCCM 第Ⅳ期商業活性化推進３か年計画（案）について 

 
6 その他 令和７年度 商業振興委員会開催予定について 

 
【問答要旨】 
（１）豊田まちづくり（株）第Ⅷ期商業活性化推進３か年計画（案）について 
 
委員長 
議題（１）について、委員の皆様からご質問をいただきたい。 
 
委員 
第Ⅷ期商業活性化推進事業３か年計画について、完成時期はいつの想定か。 
認否はどのように決めるか。 
現状、自己負担率が３割ほどだが、今後の自己負担率の方針は。 
計画策定後の毎年の見直し方法について伺う。 
 
事務局 
当該委員会でいただいた意見を参考に各事業の目標と金額を調整し、最終的に
は２月の商業振興員会で報告する。認否については事務局で決定する。 
自己負担率について、条例上の交付率は上限８割だが、長年の継続事業のため、
事務局としては自立を求めていきたい。 
 
豊田まちづくり(株) 
交付金事業開始当初は満額の 80％の交付率を希望していた。収益に直接繋がる
事業ではないため、今期も 70％強の交付率を要望しているが、自立した事業展
開も検討していく。 
効果測定については、ＡＩを使い、データを分析する。他の事業にも波及できる
ようなデータの活用を検討していく。 
定性的な評価については、委員会の意見やまちなかの商業者、地域住民の声を聴
取していく。 
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委員 
買い物カート共同利用事業について伺う。 
他市で同様の事例があれば伺いたい。 
どのようなカートのデザインにするのか。 
人の動きを把握し、ＡＩ分析ができるよう、カートに GPS のチップを組み込め
ないか。 
 
豊田まちづくり(株) 
所沢市と立川市で同様の事例がある。 
デザイン面では、トヨタ自動車やカート製造業者と協議し、豊田オリジナルのも
のになった。 
カートの GPS について、カート導入時当初は、動線の確認、紛失防止のために
数台に GPS を付けたが、資金を要するため断念した。 
 
委員 
GPS も 100 台中 5 台など試しに付けることができれば良い。他市で事例が少な
ければ、開始時にメディアで宣伝できればと思う。 
 
豊田まちづくり(株) 
新しいカートを目玉にメディア等の協力を求めて事業を進めていきたい。 
 
委員 
大型店の連携・共同事業における事業目標の、新規出店数 25 店舗について、現
在の店舗、退去する店舗との調整について伺う。 
市駅周辺の一体感は大事だと思うが、それぞれの特徴が明確化された方が消費
者としては店舗に行きやすい。T-FACE と GAZA のすみ分けが不明確である。 
 
豊田まちづくり(株) 
新規出店数 25 店舗は前年度ベースの数値である。市民ニーズとして継続的な出
店を望む店舗でも、豊田市の中心市街地では商売として成立しないため退店す
る店舗がある。空き区画を作らないためにニーズに合わせた商品や商店をいち
早く検討し、調整していくことが回遊に繋がる。 
大型店の全体的なすみ分けとして、テナントミックス再構築プロジェクトで各
商業施設の役割を決めている。 
役割を明確化にすることに相反して重なる部分を作らないと回遊は生まれない。
その部分のバランスが大事であるが、T-FACE と GAZA のすみ分けが不明確な
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部分は課題として受け止める。 
 
委員 
まちなかコミュニティ施設連携事業について、MAMATOCO 施設は子ども会等
で安く利用することができるか。 
山間部の古民家のように一軒丸ごと借りることはできるか。 
 
豊田まちづくり(株) 
MAMATOCO 施設は、時間貸しの一律料金になっている。子ども会等地域の方は
無料で貸し出しが可能な区民会館を利用している。 
6 畳一間ほどのレンタルスペースについて、子育て支援に繋がるレンタルを中心
にしていきたいが、現状は誰でも利用することができる。 
一軒丸ごと貸し出しすることはできない。 
 
委員 
キッチンはそのままになっているのか。 
 
豊田まちづくり(株) 
キッチンはあるが、排水設備等は一旦とめており、使用するためには復旧させな
ければいけないため、現在キッチンスペースの貸し出しはしていない。 
 
委員 
キッチンがあるなら使用できればいいと思う。 
 
豊田まちづくり(株) 
現在キッチンスペースは貸し出す予定はない。 
 
委員長 
ここからは 5 分間の審議の時間とする。（豊田まちづくり（株）退席） 
 
委員 
全体の事業方針、事業内容が変わり映えしない。過年度の事業の効果も得られて
いない。再考の方法について伺う。 
 
事務局 
ご指摘の点は認識しており、前回の商業振興委員会の意見を踏まえ、豊田まちづ
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くり（株）と調整している。内容について、力を入れる事業を明確にする必要が
ある。次回の委員会までに内容を詰めていきたい。 
 
委員 
豊田市の交付金のほか、外部資金を活用する可能性はあるか。 
目標に飲食店全体の売り上げの３％の増加とあるが、AI 分析やテナントミック
ス等の効果が分かる目標設定になると良い。売り上げの減少も同様である。 
 
事務局 
豊田まちづくり（株）のまちづくり事業としては、計画に記載する事業のほか、
公共空間等を活用した事業がある。 
施設とペデストリアンデッキを一体で活用するため、店舗を外向きに改修した
際に、国の補助金を活用した実績がある。今後、駅西口の広場やシティプラザを
活用し人を呼び込むことも考えており、国の施策を活用したい旨の相談を受け
ている。 
大型店連携・共同事業では、販売促進につながる目標設定をしていきたい。大型
店同士で連携事業を実施する場合、平時とイベント時の比較をし、集客数や売り
上げ見込みの目標設定ができるような支援をしていきたい。 
 

（２）（一社）TCCM 第Ⅲ期商業活性化推進３か年計画の取り組み状況につい
て 

 
委員長 
議題（２）について、委員の皆様からご質問をいただきたい。 
 
委員 
課題であるまちなかでの民間によるプロモーションの誘致・展開について、X を
活用したフォローキャンペーンを実施し、閲覧者数が大きく増えたということ
だが、閲覧者数、リポスト等具体的な数値を伺う。 
 
（一社）TCCＭ 
昨年度のフォロワー数は把握していない。リツイートするとグランパスの選
手のサイン入りグッズがもらえるキャンペーンのリツイート数は 297 件、今
年のキャンペーン時はプラス 100 件程度である。まちなか宣伝会議のフォロ
ワーは 3,000 件程度である。 
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委員 
グランパスの試合を観戦した際、サポーターがスタジアムに行くまでの間に店
舗等への立ち寄りが見られなかった。プロモーションの目標は、その人達を商業
施設に呼び込むことか。 
 
（一社）TCCＭ 
試合前、試合後にサポーターを店舗に呼び込むことが目標で、どのように引き
留めるかが課題である。 
鯱の大祭典ではグランパスの協力のもと、店舗を利用した際に希少なグッズ
やうちわの配布をした。午前中で商品が全量配布済みとなった店舗もあり、テ
ストケースとしては手ごたえを感じている。試合後、店舗側がオーバーフロー
になることもあり、回遊方法の検討が必要である。 
対戦相手チームのサポーターを店舗に呼び込むことによる、売り上げ効果の
拡大も視野に入れていく。 
 
（３）（一社）TCCM 第Ⅳ期商業活性化推進３か年計画（案）について 
 
委員長 
議題（３）について、委員の皆様からご質問をいただきたい。 
 
委員 
ＴＣＣＭは、駅前周辺のエリアをマネジメントする役割を担っているが、賑わ
いの創出や回遊性の効果が見えてこない実態もあるなかで、課題の捉え方に
ついて伺う。 
 
（一社）TCCＭ 
現在行っている取組をやめてしまう場合の影響を懸念する。継続することで
現状を維持することも大事だと思っている。豊田の場合は、ビルインの店舗が
非常に目立つが、通り沿いでファッション、ネイル、飲食店等の新店舗の出店
も散見される。そこをクローズアップしてＰＲすることも次期３か年計画の
役割だと考えている。 
 
 
委員 
３か年計画の目標として歩行者通行量の指標があるが、平日は客がいない店
舗が多いため、一人で行動できる人の動きを盛り立てるのはいかがか。 
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（一社）TCCＭ 
コロナ以降、グランパスの試合を一人で観戦する方が増えているが、豊田の店
舗はビルインが多く、一人で入れる店舗が少ないため検討していく。 
 
委員 
共創空間を作るというコンセプトを具体的に計画に反映するのはいかがか。 
都心の規模やイメージについて伺う。 
TCCM は、ＡＩの活用を計画に取り入れるか。 
 
（一社）TCCＭ 
都心とは、豊田市中心市街地の活性化基本計画では、196 ヘクタール（美術館
を含む）になる。その中の 23 ヘクタールに位置し、豊田市駅周辺地区のエリ
アマネジメント協議会のメンバーである、再開発ビルの T―FACE、コモスク
エアから着手していく。公共空間の活用は、23 ヘクタールの中で行う。 
下北沢の電鉄沿線のまちづくりをベンチマークし、地産地消、観光地の勉強を
進めている。 
ＡＩの活用は考えていないが、様々な事例を学びながら検討していく。 
 
委員長 
他に意見がないため、本日の議事を終了する。 


